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中期アクションプラン『GS-Twins』の策定・実施について 
 
当社はこのたび、世界的な経済危機下で損なわれた収益構造を早期に回復するための 3 ヵ年

の中期アクションプラン『GS-Twins』（2009 年度～2011 年度）を策定し、その実施に着手し

ましたので以下のとおりお知らせいたします。 
 
１．中期経営計画『GS-21』（2006 年度～2008 年度）を振り返って 
 当社は 2006 年度、長期的に目指す方向性として『１０年企業ビジョン』を掲げ、その実現

に向けた 3 ヵ年の中期経営計画『GS-21』に取り組んできました。 
 この間、以下 4 項目の経営戦略に沿って体質強化のための諸施策を実施してきました。 
 
① 基幹素材事業における競争力の質的向上とグローバルな拡大 

ポバール樹脂事業のアジア拠点の確立（合弁生産会社の持分取得による 100％子会社

化）、PVB 事業の拡大とグループシナジーの追求（欧州生産拠点の設備増強、他社の知的

財産権の取得、PVB 事業部の新設）、光学用ポバールフィルム（液晶ディスプレイ向け）・

ビニロン繊維（アスベスト代替セメント補強材向け）の設備増強および増産等を実施しま

した。 
② 新成長領域の拡大に向けた経営資源の重点投入 

アクアビジネスの世界的拡大を睨んだアクア事業推進本部の新設および水処理事業合

弁会社の設立、耐熱性エンジニアリング・プラスチックの市場拡大・設備増強、歯科材料

事業のグローバル基盤の拡大、人工皮革・不織布の新プロセスの開発と事業化、新エネル

ギー（太陽光発電・燃料電池等）分野に向けた材料開発を実施しました。 
③ 競争劣位にある事業の再編整理 

オプトスクリーン事業・リナロール系香料事業からの撤退、アクリルキャスト板事業の

国内生産の停止、人工透析膜事業の外部移管を実施しました。 
④ グローバル企業としての経営体制の確立 

社外取締役（2 名）選任によるガバナンス向上、海外子会社社長の執行役員への登用、

開発・技術を一元的に統括する CTO（Chief Technology Officer、技術最高責任者）の設
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置、欧米拠点の統合による地域統括会社の設立、インド子会社および北欧子会社の新設、

グローバル人材育成プログラムの導入等を実施しました。 
 
  これらの施策を通じて、最終 2008 年度には売上高 4,500 億円、営業利益 500 億円、ROA

（総資産営業利益率）9％、ROE（株主資本当期純利益率）7％の収益構造を確立すること

を目指しました。2 年度目の 2007 年度には ROA・ROE の目標指標を 1 年前倒しで達成す

るなど、所期の収益構造にほぼ到達しました。しかし 2008 年度後半から世界的な経済危機

の影響を大きく受けたことにより、最終的に目標指標を達成することはできませんでした。 
                  （億円）            （％） 

年度 売上高 営業利益 ROA ROE 

2006 実績 ３，８５３   ４０２   ８．１   ６．４ 

2007 実績 ４，１７６ ４８１ ９．６ ７．３ 

2008 実績 ３，７６８ ２９３ ６．１ ３．９ 

 
GS-21 目標 ４，５００   ５００   ９．０   ７．０ 

  また『GS-21』期間中の株主への利益配分としては、3 ヵ年の配当性向は連結当期純利益

の 30％以上、また配当と自己株式取得を合わせた株主還元率（2006 年度～2008 年度累計）

は同 70％を目標として資本効率の向上を目指してきました。3 ヵ年の実績は配当性向 36％、

株主還元率 86％となります。 
   
『GS-21』の諸施策により当社の体質強化は進みましたが、現在の経済危機を克服するため

には、さらに抜本的な収益構造の回復・向上策が必要であると認識しています。 
 
２．『１０年企業ビジョン』の再確認 
  当社が 2006 年度より掲げている『１０年企業ビジョン』は、世界に存在感を示すスペシ

ャリティ化学企業として、2015 年における売上高 1 兆円への成長イメージを描いたもので

す。 
  2008 年度後半の世界的な経済危機により、その実現は遅れますが、「質」を重視した持続

的成長を指向する価値観は不変であり、当社としては早期に収益構造の回復を図り、同ビジ

ョンの実現に引続き挑戦してまいります。 
  ことに今日の全地球的な課題（地球温暖化、有限な天然資源、水・食糧不足、環境汚染等）

に対し、当社ならではの独創的技術の発現により効果的な解決策を提供すること、そしてす

べての企業活動において環境・社会との調和を図ることで、長期にわたる持続的成長が可能

になると考えます。当社が新規分野として注力する新エネルギー関連ビジネス、アクアビジ

ネス、環境フレンドリー材料ビジネスはいずれもこれら全地球的な課題に対応するものであ

り、当社が蓄積してきた技術・市場に関する知恵を生かし、全社の価値創造ポテンシャルを

最大限に発揮することで成長力を高め、2018 年を目標に 1 兆円企業を目指します。 
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３．中期アクションプラン『GS-Twins』（2009 年度～2011 年度）の概要 
  今般策定・実施する『GS-Twins』は、世界的な経済危機の影響により大きく損なわれた

収益構造を今後 3 年間で回復させ、『１０年企業ビジョン』に描いた存在感あるスペシャリ

ティ化学企業への新たな成長に踏み出すためのアクションプランです。 
 
 
 
 
 
主要な施策 
 ①収益構造の改善 
  ・事業ポートフォリオの継続的改善（不採算分野の縮小・撤退）  
  ・設備投資の効率的運営（投資案件の厳選等） 
  ・キャッシュフローの改善（在庫圧縮等） 
  ・経費圧縮の徹底（固定費削減）による損益分岐点比率の改善   

・組織のスリム化・人員の適正化 
 

 ②新事業の創出・拡大 
市場成長力が高く､当社の技術ポテンシャルが発揮できる重点領域へ経営資源を投入し､

環境指向型ビジネスの創出を目指します。 
・環境領域    ：アクアビジネス ･･･排水処理・リサイクル、有価物回収 
・エネルギー領域 ：新エネルギー  ･･･太陽エネルギー（太陽電池パネル封止材等） 

                 水素エネルギー（燃料電池材料等） 
・光学・電子領域 ：照明部材、透明導電膜等 
 

 ③コア事業の世界戦略の加速 
世界的に競争力のある酢酸ビニル系をはじめとする基幹素材事業において M&A、新興経

済圏市場の展開加速、未開拓の既存市場の攻略等によりさらなる地域的拡大を目指します。   
 

なお、株主への利益配分としては、配当性向は連結当期純利益の 30％以上を継続する方針

です。 
 

当社は上記諸施策の 3 ヵ年にわたる実施を通じて、最終年度の 2011 年度には『GS-21』で

目指した収益構造に回帰し、『１０年企業ビジョン』に示した持続的成長へつなげたいと考え

ております。 
 
 
 
 

          Green & Safety  ・環境と安全の重視 
                    Growth & Sustainability ・成長力と持続性   

GS-Twins 
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［参考］『GS-Twins』主要事業戦略 
化成品・樹脂事業 

ポバール 

 

¾世界 No.1 サプライヤーとして生産・販売・開発全てに強固な体制を構築 
¾太陽光電池用ＰＶＢフィルムの拡販・品質確立 

¾光学用ポバールフィルムの品質向上・差別化推進 

エバール 

 

¾新事業（新興地域）開拓による業容拡大 

¾自動車燃料タンクに次ぐ環境指向型の新規用途開発 

化学品 
 

¾新規開発品（アクリル系エラストマー等）の早期戦力化と独自製品の新規

用途開拓 

 
繊維事業 

ビニロン 

 

¾ＦＲＣ用途の新市場（新興経済圏）拡大 
¾ＥＣＣ等差別化商品の拡大 

クラリーノ 

 

¾＜ティレニーナ＞シリーズの早期戦力化とそれに伴う既存銘柄の中国生産

シフト加速 

不織布 ¾＜フレクスター＞の用途拡大と拡販 

 
機能材料・メディカル他事業 

メディカル 

 

¾歯科材料の欧米地域拡販 
¾新製品の戦力化（骨補填事業） 

ジェネスタ ¾新用途開拓・新市場開拓による数量確保・拡大 

新規事業 ¾アクア事業・エネルギー関連事業の拡大 

 
 


